
MODE3 電気自動車用普通充電器　型番：AC7-32J 

Empower Your EV 施工説明書

①安全上のご注意

　　　　　　　　　　目次
①安全上のご注意　⑤付属品　　　　　　⑨アプリ・IC カードを
②施工上のご注意　⑥設置場所の条件　　　使った充電操作
③仕様　　　　　　⑦施工手順　　　　　⑩エラー内容表示
④外形寸法　　　　⑧充電器の初期設定　⑪保証書記入のお願い

●この施工説明書を必ずお読みのうえ、正しく安全に施工してください
●施工の前に「安全上のご注意」「施工上のご注意」を必ずお読みください
●施工説明書に記載されていない方法や材料で施工されたことによる事故や損害が生じた時には
　当社は責任を負えません。またその施工が原因で故障した場合は製品保証の対象外となります
●配線工事、設置工事には必ず電気工事士の資格が必要です。有資格者以外の電気工事は法律で
　禁止されています
●配線工事は「電気設備の技術基準」および「内線規程」に基づいて施工してください

「軽傷を負うことや、財産の損害が
発生するおそれがある内容」です注意

■誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して説明しています

■お守りいただく内容を次の図記号で説明しています

「死亡や重症を負うおそれが
ある内容」です警告

してはいけない内容です 実行しなければなら
ない内容です

気をつけていただく
内容です

警告

禁止

●活線工事はしない
●製品の分解、改造をしない
●可燃性ガスや引火物の近くに設置しない
●浸水するところには設置しない
●三相三線式の一相を使用して配線をしない
●製品をビニール袋や布で覆わない
●製品に水をかけて清掃しない
●心臓ペースメーカーや ICD( 心室除細動器 ) を
    お使いの方は通電後の製品に近づかない
　※本製品は電波を利用した無線設備を使用してい
　　るため心臓ペースメーカーやその他医療機器に
　　影響を与えるおそれがありますます

●施工は施工説明書通りに正確に行う
●車両と接触する場所をさけて設置する
●電気配線は電気工事士の資格のある方が「電気設
    備の技術基準」および「内線規程」に従って施工
    し、必ず充電器専用回路を設け給電元に充電器に
    設定する充電容量に適合した高速高感度形 (15mA
    0.1sec) の漏電遮断器を設置する 
●必ず D種接地工事 ( 接地抵抗 100Ω以下 ) を行う
●製品の電源は必ず単相三線式の商用電源から配線
    し対地電圧は 150V 以下とする
●ネジは指定の締め付けトルクで取付ける
●電源線は必ずケーブルグランドで固定する

必ず
守る

注意

禁止 必ず
守る

●当社指定部品以外の取付は行わない
●製品の上に乗ったりもたれかかったりしない
●絶縁抵抗メガー測定は線間、対地間いずれも製品
　の電源端子台から全ての配線を外して測定する
　※極間の電子部品が破損するおそれがあります
●施工中は仮固定のまま製品を放置しない
●塩害地域、温泉地等劣化が促進される場所に設置
　しない。設置する場合は保護対策を実施する。

●運搬、設置の際は周囲の安全を十分に確認する
●取付作業中は保護メガネ、手袋などの保護具を着
　用する
●電源線は端子台に張力のかからないように余裕を
　もって配線する
●配線口は配線接続後、適切な防水処理を行う
●車両への充電以外は充電ケーブルを地面に触れな
　いように巻付ける



②施工上のご注意
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・経産省「電気設備の技術基準の解釈」　・一般社団法人日本電気協会「内線規程」　・各電力会社「電気供給約款」
・ 経産省 / 国土交通省「電気自動車・プラグインハイブリット自動車のための充電設備設置にあたってのガイドブック」
・ 電力中央研究所報告「EV・PHEV 普通充電用電気設備の設置に関する検討」（調査報告M09006)
・ 一般社団法人日本配線システム工業会「EV普通充電用電気設備の施工ガイドライン」(JWD-T33)

③仕様

型式

定格
連続使用定格電流
出力電力
待機電力
外形寸法 (WxHxD)
充電ケーブル長さ
質量
保護等級
設置環境
使用温度範囲

充電プラグ準拠
対応充電モード

AC7-32J

単相 AC200V　50/60Hz
6A~32A( 最大 )      1A ステップ連続可変
16A 時 3.2kW   20A 時 4.0kW   24A 時 4.8kW   32A 時 6.4kW
6W以下
260ｍｍ×410ｍｍ×140ｍｍ
約５m
9.5kg 以下
IP54（本体）　　IP54（充電プラグ）
湿度 95％RH以下 ( 結露のないこと）　標高 2000ｍ以下
－30 ～ 55℃

IEC62196-2  Type 1/SAE J1772  準拠　PSE 認証
Mode 3   Case C   Lebel 2

●項目⑥で説明する「設置場所の条件」に従って設置してください
●つまずき、ぶつかりなど通行や避難の妨げにならないよう周囲の状況に十分配慮して
　設置してください
●充電プラグが車両に無理なく届き接続できる場所に設置してください
●壁面取付の場合は壁面の材質、壁面内部の状況を検証し適切な材料を使用して取付を
　してください
●製品にモルタル、リシンなど建築材料が付着した場合は速やかに拭き取ってください
●製品の汚れ落としに有機溶剤や家庭用洗剤を使用しないでください
●金属製ベースプレートの傷は腐食の原因となりますので必ず補修してください
●電源線、配管等は設定する電気定格を確認し設置環境に応じたものを選定してください
●設置先に医療機器が接続されている場合はより的確な選定が必要になります
●この製品は本体内部の設定により６Aから３２Aまで１Aステップで任意の最大充電
　電流値を変更することが可能です（工場出荷時設定は１６A）設定する充電電流値によ
　り設置先電力使用状況に応じて電力会社との契約電力、引込線、主幹１次側配線等の変
　更が必要になる場合があります
●設定した定格電流値で安全に充電していただく為に、以下の各種法令、ガイドラインに
　従い専用回路を設置してください
●インバーターを内蔵した機器の近くに設置しないでください。ノイズが干渉して充電で
　きない場合があります　　　



④外形寸法

140mm

410mm

ベースプレート

260mm

本　体

POWER        CONNECT     CHARGING        FAULT

①本体取付け側 ②壁側・スタンド取付側
112mm

151mm

90mm

140mm

27mm 107mm

150mm 130mm

70mm

29mm
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⑤付属品
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IC カード 2枚

⑥設置場所の条件
●上面、左面は 200ｍｍ以上空けて、通気を確保してください
●充電プラグが無理なく車両の充電ポートまで届く位置に設置してください
●右面はケーブルに無理な屈曲をさせないように 350ｍｍ以上空けて設置してください
●充電ケーブルが地面に触れないように取付け高さを調整してください
●直射日光の当たる場所は避けてください
●標高 2000 メートルを超える場所には設置しないでください
●専用アプリを使用する場合は設置場所におけるユーザー様がご使用のWiFi 電波状況を
　確認してください

POWER        CONNECT     CHARGING        FAULT

1000mm
    ~1400mm

200mm
       以上

200mm
   　以上

350mm
　   以上

ベースプレート取付ネジ
M5×12　６本

ボードアンカー  4 本
下穴 11mm

板厚 12ｍｍ～ 16ｍｍ

本体側ベースプレート
壁面側ベースプレート

ケーブルグランド用
スペーサーゴム　1枚 取扱説明書



⑦施工手順
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警告

必ず
守る

●配線工事は「電気工事士」資格がある方が、「電
　気設備の技術基準」「内線規程」に従って施工し
　必ず充電器ごとに漏電遮断器を設置し専用回路と
　する
●丸型圧着端子を使用しメーカー推奨の専用圧着工
　具を使用してかしめる
●製品内で分岐配線はできません

●D種接地工事 ( 接地抵抗 100Ω以下 ) を行う
●製品の電源は必ず単相 3線式の商用電源から配線
　し、対地電圧は 150V 以下とする
●電源端子台の端子固定ネジは適正な工具を使い、
　指定の締め付けトルクで確実に締め付ける
●電源線のサイズは分電盤から充電器までの電源線
　長さによる電圧降下を考慮して選定してください

必ず
守る

NO NO NO NO

NONONONO

NO

NO

主　幹
ブレーカー
または
漏電遮断器

電　力
メーター
もしくは
スマート
メーター

ON

アース端子
（D種接地）

既設分電盤 新設専用
分岐回路

電源線

アース線

配線イメージ図

漏電ブレーカー・電源線
●本体に設定する充電電流値に合わせた漏電ブレーカー・電源線を設置してください

１６A
１７A～２４A

定格電流
２０A
３０A

遮断速度 感度電流
電源線 端子サイズ

より線 5.5 ㎟

より線 8㎟

R5.5-5(6)

漏　電　遮　断　器
充電電流値

ベースプレートの取付
●ベースプレートは本体側と壁側・スタンド側の２種類があります。下記の図を参考に
　間違えないように取り付けてください

漏
電
遮
断
器

POWER        CONNECT     CHARGING        FAULT

※アース端子の端子
　ネジは６ミリ

２５A～３２A ４０A
0.1 秒    　  15ｍA

R8-5(6)

角状の突起が
あるプレートが
本体側です

上部に穴が開き
側面の穴がメネジに
なっているプレートが
壁面・スタンド側です

L1,L2 は
12mm以下



ベースプレートの取付
●本体側のプレートは付属のM5×12 ネジ ( 締付けトルク 3Nm) をご使用ください。
　壁面・スタンド側は取付ける壁の材質にあった適切なネジやアンカーを用意して
　４か所全てをしっかりと固定し、適宜、ネジ穴部やプレート周囲にコーキング等
　でシーリング処理を行ってください

※付属のボードアンカーを使用する場合は
　板厚 12mm~16mm、下穴は 11mmでご
　使用ください。また、インパクトドライ
　バーを使用しないでください。手回しド
　ライバーもしくはトルク調整のできる電
　動ドライバーを使い、低トルク低回転で
　取付してください。必要以上に締め込む
　とアンカーや壁材が破損し取付が不完全
　になります
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POWER        CONNECT     CHARGING        FAULT POWER        CONNECT     CHARGING        FAULT

※本製品は電源線を接続した状態の
　本体を壁面に取付けたベースプレ
　ートに固定する必要があるため、
　配線、配管の縦部分のサドル留め
    は、本体の設置完了後に留めるこ
　とをお薦めします。先に留めてし
　まうと可動範囲が限られてしまい
　作業性が悪く、本体固定時に電源
　端子部に荷重がかかってしまう場
　合があります
　

本
体
固
定
後
に
留
め
る
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接続作業準備
●取付位置下部まで配線したら充電器本体および充電プラグに傷がつかないように養生
　マットなどの上に置いて接続作業をしてください。ケーブルグランドの穴位置は壁面
　に取付けたベースプレートの右端から 22mm。ケーブル長さはその下方延長線上 110
　mmが目安になります。被覆は 70mmほど剥いてください

電源線接続端子台

アース接続端子
サーキットブレーカー

※ケーブルグランドはケーブル外径１6
　mm～２２mmに対応しています。
　１6mmよりも細いケーブルを使用す
　る場合は付属のゴムスペーサーを使い
　ケーブルグランドで確実にケーブルを
　保持できるように固定してください。

取付位置

養生マットなど

22mm

壁面側ベースプレート

70mm110mm

●本体裏面下部の電源部カバーを取り外します

110mm

ストリップ長さ
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●接続は電源が来ていないことを確認しアース線から接続してください。下図を参考に
　各線を接続し端子台カバーを戻して下さい

サーキットブレーカー

端子台ねじ
サイズ

締め付け
トルク

アース線

Ｌ１・ Ｌ２ Ｍ５

Ｍ６

2.0Ｎ・ｍ

3.8Ｎ・ｍ

接続位置
端子台カバー

電源部カバーねじ
締め付けトルク：1.2N・ｍ

電源線の接続

●ケーブルグランドはケーブル外径 16mm～ 22mmに対応しています。16mmよりも
　細いケーブルを使用する場合は付属のゴムスペーサーを使いケーブルグランドで確実
　にケーブルを保持できるように固定してください

※使用するケーブルの外周に合わせゴムスペーサーを切って長さを調整します。
　ケーブルグランドとケーブルの隙間にスペーサーを入れてウォーターポンプ
　プライヤーもしくは 42mmのレンチでケーブルグランドをシッカリと締め
　込んでケーブルを固定してください

L1 L2

アース

●ケーブルグランドがケーブルを確実に保持できて
　いるか、また、端子接続部に荷重が掛かっていな
　いか確認してください。問題が無ければ電源部カ
　バーを取付けてください

警告
丸型圧着端子を使用しメーカー推奨の
専用圧着工具を使用してかしめる

必ず
守る

※接続不良は発熱、発火の原因になります

電源端子台の端子ネジは指定の締め付
けトルクで確実に締め付ける



本体の取付
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①

②

③

●本体側ベースプレート上部内面にある突起を壁面側ベースプレート上面に
　ある穴にあわせて下へスライドさせ引っ掛けたあと、プレート側面を両側
　からネジで留めて (3N・m) 固定します

●充電器本体を固定したら配線の縦部分をサド
　ル等で留めます。充電ケーブルを反時計回り
　で本体に巻き付け、充電プラグは本体右側の
　プラグホルダーに収納します

④
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●本製品は安全のため工場出荷時の充電出力を 16A に設定しています。
　ご利用環境に合わせて充電出力を変更する場合は、スマートフォンなど
　WiFi を内蔵した端末と充電器をWiFi ダイレクト機能を使って接続し
　設定を変更する必要があります
1.
2.

3.

充電器専用回路の漏電遮断器をONにしてください
電源入力部横にあるサーキットブレーカーをONにして充電器に通電します

充電器本体 LED「POWER」が点灯し「FAULT」が点滅していない、液晶デ
ィスプレーにエラー表示が出ていないことを確認してください

4.

※Windows の例
EVSE-XXXXXXXX EVSE-XXXXXXXX

警告
濡れた手でサーキット
ブレーカーに触らない禁止

※感電のおそれがあります

ログイン用QRコード

正常な状態
充電開始可能

エラーが発生しています
※P13 をご参照ください

5.

6.

電源部カバー内側

※濡れた手で操作しないでください

⑧充電器の初期設定

充電器の近くでパソコンもしくはスマートフォンのWiFi 設定画面を開き、
充電器の SSID「EVSE-XXXXXXXX」（Xの 8桁は充電器のシリアル番号 ) に
接続します表示されるまで 30 秒ほどかかる場合があります。また一定の
時間を経過するとWiFi 電波の発信を止めてしまいますので電源投入後は
一定時間内に操作をして下さい。WiFi 接続のパスワードはありません
  　※スマートフォンなどでWiFi 設定画面に「EVSE-XXXXXXXX」が表示されない
　　  場合はモバイルキャリア回線をOFF にした状態で専用回路の漏電遮断器を
　　  OFF-ON して充電器を再スタートさせて下さい

接続する端末により「インターネットに接続されていません」と表示され
ますがそのまま続けます
WiFi 接続した端末で右記QRコードを読取るかブラウザを
開きアドレスバーに「192.168.4.1」を入力しエンターキー
を押します
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ログイン画面「EVSE CONFIGURATION LOGIN」が表示されます
　　　　　　の欄に初期パスワード「12345678」を入力しログインします

ログインすると以下の設定画面が表示されます

7.

8.
❶WiFi SSID
❷WiFi パスワード
　WiFi を使用すると専用スマートフォンアプ
　リで充電器の操作や充電履歴を確認、利用
　者の管理など設定できるようになります
　使用する場合はユーザー様がお使いのWiFi
　環境に合わせて入力してください
❸充電開始時の動作を設定します
　Yes----- 充電プラグを EVに接続すると
　               自動的に充電を開始します
　 No----- スマートフォンアプリや付属の
　               ＩＣカードで充電の開始や停止を
             　  操作する場合に設定します
　　　※工場出荷時は「Yes」に設定されています
❹本器のシリアルナンバーが表示されます
❺OCPP サーバー名を入力します
❻使用するOCPP のバージョンを選択します
❼OCPP サーバーにログインするためのパス
　ワードを入力します
❽この設定画面にアクセスするためのWiFi
　アクセスポイント名を設定します
❾充電器に実装された代替サーバーとの充電
　管理機能を使用する場合に設定します
　Yes----- 使用する
　 No----- 使用しない
10充電出力を設定します
　16A~32A で 1Aずつの可変設定ができます
　必ず布設した充電器専用回路の許容電流以下で
　設定運用してください
11この設定画面にログインするためのパスワ
　ードを設定できます

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

❽

❾

10

11

12 13

9. すべての設定が完了したら12　　　　　　を押して設定を保存し13　　　　　　を
押すと変更が有効になり充電器が再スタートします

※❶❷は専用アプリを使用しない場合は設定する必要はありません
※❺～❼のOCPP は EV 用充電器を管理運用するために開発された世界標準プロトコルであり、本製品
　に実装されています。OCPP に準拠したシステム開発により遠隔からの保守・監視・制御や課金シス
　テムの運用が可能になります。現在、弊社ではOCPP に関するシステムの提供は行っておりません
※10の充電出力設定は必ず充電器専用回線に設置した漏電遮断器および電源線の許容電流値を超えない
　ように設定してください。許容電流を超えた電流値に設定すると遮断器が作動して充電が停止し、繰
　り返すと充電器の故障の原因となったり電源線が過熱して火災の原因となります
※11ログインパスワードを変更する際は、必ずメモを残して忘れないようにしてください



下記のQRコードから専用アプリ「WE E-Charge」を
インストールしてご利用ください

「WE E-Charge」

スマートフォンアプリ
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●本器は付属の IC カードやスマートフォンアプリを使うことで以下の機能
　を利用できます
　　　※本項目は施工店様による必須作業ではありません。ユーザー様に設定をお願いしてください
　　　※この機能を利用するには 11 ページの充電器設定画面❶❷のWiFi 接続を有効にして❸「Plug and Play」を
　　　　「No」に設定する必要があります。この場合、充電プラグを車両に接続しても自動的に充電を開始しなく
　　　　なりますのでご注意ください　

・充電の開始・停止の操作を IC カード保有者またはアプリをインストール
   したスマートフォンユーザーに限定し第三者による不正利用を防止します

本体中央のこのマークの
部分に IC カードをタッチ
すると充電の開始・停止
の操作ができます

POWER        CONNECT     CHARGING        FAULT

⑨アプリ・IC カードを使った充電操作

・アプリを使って充電開始・停止の操作や充電状態を把握、充電完了時の
　通知の受取りや毎月の充電量を確認することができます  

IC カード

※インストール後の画面は英語表記になっています。アプリ初期設定後に表示言語を日本語に変更できます
　アプリのホーム画面右下　　Profile➡画面右上　　設定➡Language より日本語を選択してください    
　その他、詳しいアプリの操作方法については弊社ホームページをご確認ください
   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　https://ampvolta.jp/app/
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⑩エラー表示内容
●6ページ LED インジケーターの FAULT LED( 黄 ) の点滅状態によりエラ
　ー原因の判断が 可能になります。下記内容を確認いただき対処方法をお
　試しください

 点滅状態
エラーコード 11
CP 電圧異常

エラーコード 13
充電器の入力電圧が低下
しました

エラーコード 14
充電器の入力電圧が高く
なりました

エラーコード 15
充電器の高温保護回路が
作動しました

エラーコード 16
充電器保護回路が計測に
失敗しました

エラーコード 17
漏電を検知しました

エラーコード 18
充電器の出力側に短絡を
検知しました

エラーコード 19
充電器の出力電流に異常
を検知しました

エラーコード 21
車両との接続確認通信に
失敗しました

エラーコード 22
車両が本器の充電モード
に対応していません

エラーコード 23
内部リレー回路に異常が
発生しました

エラーコード 24
保護回路センサーに異常
が発生しました

エラーコード 25
充電器のアース接地抵抗
が増大しました

・充電プラグが車両に正しく接続されているか確認し
   てください
・充電プラグを車両から一度外し再度接続してださい

・電圧を確認してください

・電圧を確認してください

・充電器を布やビニールなどで覆って風通しが悪くな
   っていたり長時間直射日光にあたり充電器本体が高
   温になっていないか 確認してださい

・分岐ブレーカーをOFF-ON して充電器を再起動して
   ください

・充電プラグやケーブルに損傷が無いか確認してくだ
   さい
・充電プラグや車両の給電口が水に濡れていないか確
   認してください
・分岐ブレーカーをOFF-ON して充電器を再起動して
   ください
・充電プラグを車両から一度外し再度接続してくださ
   い

・充電プラグやケーブルに損傷が無いか確認してくだ
   さい
・充電プラグや車両の給電口が水に濡れていないか確
   認してください

・充電プラグが車両に正しく接続されているか確認し
   てください
・車両側が壊れていないか確認してください
・充電器に設定した最大電流値を確認してください

・充電プラグが車両に正しく接続されているか確認し
   てください
・車両バッテリーが満充電の状態か確認してください
・充電プラグを車両から外し再度接続してください

・充電器に対応していない車両が接続されています
   ( 本器は充電Mode1 車両に対応していません )

・分岐ブレーカーをOFF-ON して充電器を再起動し
   ても繰り返す場合は使用を中止して販売店にお問
   い合わせください 

・分岐ブレーカーをOFF-ON して充電器を再起動し
   ても繰り返す場合は使用を中止して販売店にお問
   い合わせください 

・充電器専用回路のアース接地接続の確認が必要です
   接地抵抗値を確認してください

　FAULT LED( 黄 ) 遅い点滅 1回速い点滅 1回

　FAULT LED( 黄 ) 遅い点滅 1回速い点滅 3回

　FAULT LED( 黄 ) 遅い点滅 1回速い点滅 4回

　FAULT LED( 黄 ) 遅い点滅 1回速い点滅 5回

　FAULT LED( 黄 ) 遅い点滅 1回速い点滅 6回

　FAULT LED( 黄 ) 遅い点滅 1回速い点滅 7回

　FAULT LED( 黄 ) 遅い点滅 1回速い点滅 8回

　FAULT LED( 黄 ) 遅い点滅 1回速い点滅 9回

　FAULT LED( 黄 ) 遅い点滅 2回速い点滅 1回

　FAULT LED( 黄 ) 遅い点滅 2回速い点滅 2回

　FAULT LED( 黄 ) 遅い点滅 2回速い点滅 3回

　FAULT LED( 黄 ) 遅い点滅 2回速い点滅 4回

　FAULT LED( 黄 ) 遅い点滅 2回速い点滅 5回

 原　因  対処方法

※POWER LED（緑）が点灯もしくは点滅のいずれもしていない場合は通電していな
　いことが考えられます。本体電源入力部横のサーキットブレーカーのレバーが上側
　および充電器専用回路に設置された分岐ブレーカーがONになっているかご確認く
　ださい
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⑪保証書記入のお願い
●ユーザー様へ引き渡す前に以下の項目を確認してください。不具合が
　あった場合は必ず修正、修理を行い保証書にご記入をお願いします
　ユーザー様が製品の保証を受けるためにもご協力をお願いします

本体が傾いて設置されていませんか？

本体はがたつきがなく固定されていますか？

ベースプレート側面のネジは取付けられていますか

壁面側ベースプレート周囲とネジ穴部はコーキングしましたか？

配線接続に間違いはありませんか？

接地抵抗はD種 100Ω以下で取れてますか？

電源部の端子は規定のトルクで締め付けられていますか？

専用回路として取付けた漏電ブレーカーの定格容量は正しいですか？

充電器初期設定画面10の充電出力は正しく設定されていますか？

電源入力部のケーブルグランドが締りケーブルが確実に保持されていますか？

電源部カバーは確実に取り付けられていますか？

電源を入れた後、　　電源ランプ LED( 緑 ) は点灯していますか？

　エラーランプ LED( 黄 ) は点滅していませんか？

 1

 2

 3

 4

 5

 6

 7

 8

 9

10

11

12

13

チェック項目

●チェックが終わりましたら保証書に必要事項をご記入の上、保証書と
　この施工説明書、取扱説明書を併せてユーザー様に渡してください
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MEMO
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